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みんな仲良し
春が来た!



　

今
後
の
四
年
間
は
、
北
部
開
発
の
具
現
化
や
定
住
促
進
、
観
光
振
興
と

交
流
人
口
拡
大
の
た
め
の
事
業
に
重
点
を
置
き
公
約
の
実
現
に
向
け
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、「
第
５
次
内
灘
町
総
合
計
画
」
及
び
「
内
灘
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
・
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
「
子
育
て
・
教
育
」「
福
祉
・

環
境
」「
安
心
・
安
全
」「
産
業
・
観
光
」「
定
住
促
進
・
北
部
開
発
」
を
柱

に
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

高
齢
社
会
の
進
展
と
と
も
に
社
会
保
障
費
の
増
加
や
公
共
施
設
に
係
る

維
持
管
理
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
今
後
も
引
き
続
き
、
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
、
事
業
の
「
選
択
と
集
中
」
に
よ
る
国
、
県
の
補
助
金
や

有
利
な
起
債
を
活
用
し
、
町
の
財
政
状
況
を
見
極
め
町
民
の
皆
様
の
負
託

に
応
え
て
行
財
政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
平
成
29
年
３
月
会
議
提
案
理
由
説
明
よ
り
要
約
）

二
期
目
就
任
に
期
待
！

新
年
度
は
五
つ
の
重
点
目
標
を
柱
に

　
川
口 

克
則
　
町
長
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・
意
見
書
の
審
査 
討
論
！

11�

一
般
質
問
　　
８
人
が
登
壇

2₀�

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

21�

あ
り
ゃ
〜
ど
う
な
っ
た
が
い
ね
〜

22�

街
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　
大
根
布　
山
本 

吉
幸
さ
ん

表
紙
の
こ
と
ば

「
み
ん
な
仲
良
し

 

春
が
来
た
！
」

桜
満
開
の
鶴
ケ
丘
神
社
へ
仲
良
く
手
を

つ
な
い
で
お
散
歩
し
ま
し
た
。

（
鶴
が
丘
保
育
園
）

ひらけゆく内灘
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内灘海水浴場設置運営事業費 
425万円

新規事業
3月会議
2日～16日

来てもあんしん 住ん
でもあんしん

西荒屋小学校英語教育活動費 30万円

町立保育所
 保育室拡大事業

費 400万円

 防犯カメラ設置事
業費 100万円

平成29年3月会議が開催され、
平成28年度補正予算、平成29年
度当初予算のほか、条例、請負契
約の締結など計24議案を審議し、
すべて原案のとおり可決しました。
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そ の 他 の 主 な 事 業
庁舎公衆無線LAN整備事業 64万円
防災資機材整備費補助金 170万円
町地域防災計画修正業務 340万円
県地域防災計画の改正に合わせた町地域防災計画の見直し
防犯対策事業 460万円
北部学童保育クラブ移転事業 190万円
成人個別歯科検診 64万円
農地耕作条件改善事業負担金 690万円
大根布・向粟崎七町歩畑地かんがい施設整備工事
耐震改修促進計画修正業務 120万円
宮坂17号線道路整備事業 350万円
西荒屋室24号線道路整備事業 1300万円

水道施設整備計画調査事業 1000万円
水道管路管理システム導入事業 2000万円
小学校3・4年生社会科資料集作成 113万円
「わたしたちの内灘」3年に一度作成
小学生対象の土曜学習プログラム 49万円
屋内温水プール非構造部材耐震計画・設計 432万円
西荒屋小学校体育館バスケボード改修工事 70万円
鶴ケ丘テニスコートフェンス改修工事 500万円
サイクリングターミナル既存部分改修設計委託費
 50万円
貝放流事業補助金 24万円
コタマガイを生育環境の良い場所に放流

魅力発信
平成29年度 来てもあんしん

向粟崎公民館改修工事　工事費 1000万円　実施設計業務委託費 50万円

千鳥台公民館耐震補強事業　工事費 4000万円　実施設計・監理業務委託費 320万円
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支 出

民生費
35億3140万円
（33.3％）

民生費
35億3140万円
（33.3％）

議会費 1億3488万円（1.3％）議会費 1億3488万円（1.3％）
商工費等 2億7131万円（2.5％）商工費等 2億7131万円（2.5％）

消防費
2億5461万円（2.4％）

消防費
2億5461万円（2.4％）

衛生費
7億565万円
（6.7％）

衛生費
7億565万円
（6.7％）

土木費
12億8874万円
（12.2％）

土木費
12億8874万円
（12.2％）

借入金の返済
10億7006万円
（10.1％）

借入金の返済
10億7006万円
（10.1％）

教育費
24億706万円
（22.7％）

教育費
24億706万円
（22.7％）

総務費
9億3629万円
（8.8％）

総務費
9億3629万円
（8.8％）

開校に向けて

■ 貯金（基金）の残高
財政調整基金 6億4000万円

公用、公共用施設整備基金 1億5616万円

義務教育施設整備基金 2億8954万円

土地開発基金 1億 256万円

その他の基金 1億8578万円

　一般会計基金の計 13億7404万円

　町民1人あたりの貯金 5万1110円
（前年度比103.8％）

■ 借金（地方債）の残高
総務関連事業債 10億2776万円

民生関連事業債 6億4296万円

衛生関連事業債 7213万円

土木関連事業債 19億8775万円

教育関連事業債 22億4227万円

臨時財政対策債 42億9736万円

その他の町債 11億 573万円

　一般会計町債の計 113億7596万円

　町民1人あたりの借金 42万3150円
（前年度比112.5％）

町の貯金と借金 3月補正後（平成28年度末見込）

項目名 前年度予算額 前年度比※

民生費 39億6251万円 89.1％

教育費 18億1292万円 132.8％

土木費 11億1613万円 115.5％

※前年度を100とした場合

主な支出の対前年度比

39万4287円（一般会計）
平成29年3月末
人口　26,884人（前年度比－13人）

町民一人あたりの予算

小学校建設費15億376万円を可決し、
建設費の総額では25億7648万円となりました。
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収 入

町税
25億2057万円
（23.8％）

町税
25億2057万円
（23.8％）

地方特例交付金等
8175万円（0.8％）
地方特例交付金等
8175万円（0.8％）

地方譲与税
7500万円（0.1％）

地方譲与税
7500万円（0.1％）

地方消費税交付金
4億2100万円（4.0％）

地方消費税交付金
4億2100万円（4.0％） 借入金

16億5486万円
（15.7％）

借入金
16億5486万円

（15.7％）

県支出金
6億6461万円
（6.3％）

県支出金
6億6461万円
（6.3％）

国庫支出金
18億1680万円
（17.2％）

国庫支出金
18億1680万円
（17.2％） 地方交付税

22億8000万円
（21.6％）

地方交付税
22億8000万円
（21.6％）

諸収入
2億3973万円

（2.3％）

諸収入
2億3973万円

（2.3％）

使用料及び
手数料等

1億1313万円
（1.2％）

使用料及び
手数料等

1億1313万円
（1.2％）

繰入金
5億1266万円

（4.9％）

繰入金
5億1266万円

（4.9％）

分担金及び
負担金

2億1989万円
（2.1％）

分担金及び
負担金

2億1989万円
（2.1％）

自
主

財

源

（34.3%）

依

（65.7%）

存

財

源

白帆台小学校

平成29年度特別会計 総額80億4288万円
会計名 予算額 前年度予算額 前年度比※

特
別
会
計

公共下水道事業 18億1710万円 19億 130万円 95.60%

新エネルギー事業 4800万円 4800万円 100%

国民健康保険 32億6500万円 33億4700万円 97.6%

後期高齢者医療 2億4590万円 2億3490万円 104.7%

介護保険 18億3000万円 18億円 101.7%

水道事業会計 8億3688万円 7億3375万円 114.1%

合　　計 80億4288万円 80億6495万円 99.7%

※前年度を100とした場合

平成29年度
一般会計
当初予算

項目名 前年度予算額 前年度比※

町税 25億873万円 100.5％

国庫支出金 14億355万円 129.4％

借入金 20億4525万円 80.9％

※前年度を100とした場合

主な収入の対前年度比

一般会計総額 106億円

建設がすすむ白帆台小学校
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条
例
の
改
正
等

小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例

 

（
全
員
賛
成
）

小
規
模
企
業
の
振
興
に
関
す
る
基
本

理
念
と
基
本
施
策
を
定
め
、
町
の
責

務
と
、
事
業
者
及
び
町
商
工
会
の
役

割
等
を
規
定
。

個
人
情
報
保
護
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

 

（
賛
成
10
人
　
反
対
２
人
）

町
が
独
自
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用

す
る
場
合
も
、
情
報
提
供
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
情
報

連
携
を
可
能
と
す
る
等
。

税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

（
賛
成
10
人
　
反
対
２
人
）

法
人
住
民
税
法
人
税
割
の
税
率
引
下

げ
と
軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特

例
を
１
年
延
長
等
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

（
全
員
賛
成
）

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
、

引
用
条
項
の
整
理
。

長
寿
お
祝
い
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

 

（
全
員
賛
成
）

長
寿
祝
券
（
金
）
の
対
象
者
に
、
引

き
続
き
１
年
以
上
の
住
所
要
件
を
加

え
る
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

 

（
賛
成
10
人
　
反
対
２
人
）

国
保
税
率
の
引
上
げ
。

霊
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

（
全
員
賛
成
）

合
葬
式
墓
地
で
、
生
前
予
約
者
が
利

用
し
や
す
い
項
目
を
追
加
。

消
防
団
員
の
定
員
︑
任
免
︑
給
与
︑

服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

 

（
全
員
賛
成
）

消
防
力
の
強
化
を
図
る
た
め
に
機
能

別
消
防
団
員
制
度
を
導
入
。
分
団
長

以
下
の
定
年
制
を
廃
止
。

︵
仮
称
︶
高
齢
者
い
き
い
き
健
康
セ

ン
タ
ー
整
備
基
金
条
例
を
廃
止
す
る

条
例

 

（
全
員
賛
成
）

ほ
の
ぼ
の
湯
の
整
備
完
了
に
よ
り
、

条
例
を
廃
止
。

請
負
契
約
の
締
結

 

（
全
員
賛
成
）

内
灘
町
浄
化
セ
ン
タ
ー　

１
ー
１

O
D
曝
気
装
置
更
新
工
事

契
約
金
額 

１
億
２
７
４
４
万
円

 

㈱
石
垣　
大
阪
支
店

白
帆
台
小
学
校
建
設
工
事

︵
プ
ー
ル
建
設
工
事
︶

契
約
金
額

 

８
２
４
５
万
４
７
６
０
円

 

大
三
建
設
㈱

内
灘
中
学
校
空
調
設
備
設
置
工
事

契
約
金
額　

 

５
８
５
３
万
３
８
４
０
円

 

第
一
電
機
工
業
㈱

道
路
線
の
変
更

 

（
全
員
賛
成
）

道
路
改
良
事
業
に
よ
る
変
更
。

路
線
名 

西
荒
屋
室
2₄
号
線

 

西
荒
屋
室
2₅
号
線

 

宮
坂
₁₇
号
線　
　

機能別消防団員制度の導入

長年の経験を活かして
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議　案
氏　名

米
田　
一
香

磯
貝　
幸
博

七
田　
満
男

太
田　
臣
宣

生
田　
勇
人

川
口　
正
己

藤
井　
良
信

恩
道　
正
博

北
川　
悦
子

夷
藤　
　
満

清
水　
文
雄

中
川　
　
達

南　
　
守
雄

議案第1号� 平成28年度内灘町一般会計補正予算（第6号） 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇
議案第4号� 平成29年度内灘町一般会計予算 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇
議案第7号� 平成29年度内灘町国民健康保険特別会計予算 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇
議案第12号� 内灘町個人情報保護条例等の一部を改正する条例について 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇
議案第13号� 内灘町税条例等の一部を改正する条例について 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇
議案第16号� 内灘町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇
請願第14号� 指定給水装置工事事業者制度に更新制の導入を求める意見書

の提出を求める請願書（審議の継続に対する賛否） 〇 〇 〇 〇 － 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇は賛成、×は反対、－議長は採決に参加しません。

審議結果一覧 3月会議で
　賛否の分かれた議案一覧

1月会議 3月会議 臨時会 5月会議 6月会議 7月会議 9月会議 11月会議 12月会議 合計
平成28年 2人 64人 － 1人 32人 1人 101人 2人 42人 245人
平成27年 － 74人 3人 － 53人 2人 53人 － 54人 239人
平成28年中の町ホームページ議会へのアクセス件数は4,939件でした。

平成28年中に内灘町議会を傍聴された方は245人でした。

平
成
28
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
６
号
︶

 

（
賛
成
10
人
　
反
対
２
人
）

３
億
５
９
１
５
万
９
千
円
を
増
額
し
、

総
額
１
１
２
億
８
３
１
３
万
４
千
円

と
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
と

し
て
１
億
９
９
７
０
万
円
を
計
上
。

※
2₁
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
︵
第
４
号
︶

 

（
全
員
賛
成
）

事
業
の
確
定
見
込
に
よ
り
、
３
０
１

６
万
６
千
円
を
減
額
し
、
総
額
₁₇
億

４
３
２
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

�

︵
第
１
号
︶

 

（
全
員
賛
成
）

事
業
の
確
定
見
込
に
よ
り
、
５
４
５

万
４
千
円
を
減
額
し
、
総
額
７
億
２

８
２
９
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

サイクリングターミナル
増築工事に約2億円

客室 18 室が増築されることに。
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請
　
願

請 願 と
審 査の

意 見 書

（
全
員
賛
成
）

〇
提
出
議
員　
恩
道　
正
博

〇
賛
成
議
員　
川
口　
正
己

　
　
　
　
　
　
太
田　
臣
宣

要 

旨
・�

国
際
社
会
と
の
連
携
を
一
層
密

に
し
、
北
朝
鮮
に
対
し
て
国
連

決
議
の
遵
守
を
平
和
的
に
働
き

か
け
る
と
と
も
に
、
北
朝
鮮
に

お
け
る
核
・
ミ
サ
イ
ル
問
題
の

早
急
な
解
決
を
図
る
こ
と
。

・�
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
通
じ
、
日
本

人
拉
致
問
題
の
早
期
解
決
を
図

り
、
拉
致
被
害
者
の
一
日
も
早

い
救
出
を
実
現
す
る
こ
と
。

意
見
書

可 

決

可 

決

議
案
１
０
３
号
平
成
28
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

Ｖ
Ｓ

原
案
に
賛
成 

夷
藤　
　
満

　
展
望
温
泉
ほ
の
ぼ
の
湯
完
成

と
共
に
こ
の
基
金
を
積
み
崩
す

と
い
う
こ
と
で
こ
れ
ま
で
何
度

も
議
論
し
て
き
て
い
る
。

原
案
に
反
対 

清
水　
文
雄

　
高
齢
社
会
に
向
け
目
的
基

金
等
へ
の
積
み
立
て
が
必
要
︒

何
で
も
使
え
る
財
政
調
整
基

金
へ
の
繰
り
入
れ
に
反
対
︒

Ｖ
Ｓ

原
案
に
賛
成 

夷
藤　
　
満

　
金
沢
市
へ
の
通
勤
通
学
の
た

め
に
も
里
山
海
道
に
つ
な
が
る
ア

ク
セ
ス
ル
ー
ト
が
必
要
で
あ
る
。

原
案
に
反
対 

清
水　
文
雄

　
中
途
半
端
な
イ
ン
タ
ー
整

備
よ
り
︑今
は
我
慢
を
し
て
フ

ル
イ
ン
タ
ー
を
目
指
す
べ
き
︒

討
論
！

（
審
議
の
継
続
に
賛
成
11
人
、
反
対
１
人
）

◎
請
願
者

　
公
明
党
内
灘
支
部�

土
屋　
克
之

◎
紹
介
議
員�

藤
井　
良
信

要 

旨

　
指
定
給
水
装
置
事
業
者
制
度
で
は

不
適
格
事
業
者
を
排
除
し
、
継
続
的

な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
確
保
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
。
建
設
業
と
同
様
に
現
行

制
度
に
更
新
制
を
導
入
す
る
こ
と
を

求
め
る
。

審
査
継
続
※

議
会
事
務
局
新
体
制

　
４
月
よ
り
２
名
の
新
メ
ン

バ
ー
を
迎
え
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

・
棚た
な

田だ　
　
進す
す
む　

事
務
局
長

・
小
坂
し
お
り　
書
記

議
会
を

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

次
の
定
例
会
議
は
６
月
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

傍
聴
の
受
付
は
当
日
、
庁
舎

３
階
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
横
で
行

な
っ
て
い
ま
す
。

議
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

２
８
６

－

６
７
１
５

※
審
査
継
続

３
月
の
審
議
期
間
中
に
議
決
に

至
ら
な
か
っ
た
め
︑
次
の
審
議

期
間
ま
で
審
査
を
継
続
す
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
︒
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恩道　正博�…………………………… 12
・ 平成29年度予算について
・ 子育て支援策について
太田　臣宣�…………………………… 13
・ 町公共施設の維持管理体制について
・ 町の高齢者福祉計画について ほか1問

磯貝　幸博�…………………………… 14
・ 産学官連携事業の推進を
・ 学校運営の将来展望を示せ
藤井　良信�…………………………… 15
・ 水道事業の強化について
・ ESD推進の取り組みについて
北川　悦子�…………………………… 16
・ 障がいのある人達の思いと支援策
・子育て支援策の充実を ほか1問

米田　一香�…………………………… 17
・ 社会インフラの整備と維持管理について
・ 食物アレルギー対応について ほか1問

七田　満男�…………………………… 18
・ 町の観光ビジョンについて
・ 水道の配水管の耐震化、延命化対策を示せ
清水　文雄�…………………………… 19
・ コンフォモール内灘のにぎわい創出について
・ 2017年度予算案について ほか1問

一
般
質
問
（
3
月
6
日
）

8
人
が
登
壇

題
字
　
上
野
雅
子
さ
ん（
西
荒
屋
）

質
問
と
答
弁
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
議
会
↓
議
会
録
画
中
継
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
、
そ
の
執
行
状
況
ま
た
は
将
来
の

方
針
、政
策
的
提
言
や
行
政
へ
の
批
判
な
ど
を
執
行
機
関
に
直
接
問
う
も
の
で
す
。
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予算編成の基本方針は

恩道　正博
北部開発関連事業に重点　町長

問�

平
成
29
年
度
予
算
は
、

一
般
会
計
で
前
年
度
比
０
・

７
％
増
の
１
０
６
億
円
。

　
川
口
町
政
２
期
目
の
最
初

の
年
と
な
る
新
年
度
当
初
予

算
編
成
の
基
本
方
針
は
。

答�

町
総
合
計
画
に
掲
げ
た

将
来
像
実
現
に
向
け
、
北
部

開
発
関
連
事
業
に
予
算
を
重

点
的
に
配
分
し
た
。

　
学
校
、
公
民
館
等
の
教
育

施
設
の
ほ
か
、
消
雪
施
設
や

道
路
新
設
改
良
事
業
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
推
進
す
る
。

問�
第
五
次
総
合
計
画
に

掲
げ
て
い
る
﹁
安
全
安
心
﹂

﹁
定
住
促
進
﹂﹁
北
部
開
発
﹂

﹁
健
康
増
進
﹂﹁
に
ぎ
わ
い
創

出
﹂
の
５
つ
の
重
点
施
策
の

推
進
に
向
け
た
今
後
の
財
政

運
営
を
問
う
。

答�

財
政
状
況
は
厳
し
い
が
、

限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
有

効
に
活
用
し
、
メ
リ
ハ
リ
の

あ
る
予
算
配
分
を
行
な
い
、

総
合
計
画
に
掲
げ
る
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
く
事
業

を
着
実
に
進
め
る
。

保

育

施

設

問�

平
成
29
年
度
の
町
内
保

育
施
設
入
所
予
定
児
童
数
は
。

答�

町
立
２
カ
所
は
定
員
２

１
０
名
に
対
し
１
７
９
名
、

私
立
７
カ
所
は
定
員
９
１
０

名
に
対
し
８
７
６
名
が
入
所

予
定
。

問�

現
在
の
０
歳
児
か
ら
５

歳
児
の
利
用
割
合
は
。

答�

平
成
28
年
４
月
で
は
、

０
歳
児
2₄
％
、
１
歳
児
₆₅
％
、

２
歳
児
₇8
％
、
３
歳
児
92
％
、

４
歳
児
9₄
％
、
５
歳
児
93
％
。

　
平
成
29
年
３
月
で
は
、
０

歳
児
の
割
合
が
₅₁
％
と
年
々

増
加
し
て
い
る
。

問�

育
児
休
暇
を
終
え
た
年

度
途
中
か
ら
の
未
満
児
の
入

所
状
況
は
。

答�

平
成
29
年
２
月
末
で
₅₅

名
。
未
満
児
保
育
は
年
々
増

加
し
て
お
り
、
向
粟
崎
保
育

所
で
未
満
児
の
保
育
室
を
増

設
す
る
。

桜の下で（鶴が丘保育園）

着実にすすむ北部開発

快斗さん
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問�

既
存
の
公
共
施
設
の
維

持
管
理
が
重
要
な
課
題
だ
。

町
の
公
共
施
設
は
ど
れ
く
ら

い
あ
り
、
耐
震
化
率
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
今
後

の
取
り
組
み
を
示
せ
。

答�

主
要
な
建
物
が
₅2
施
設

あ
り
、
う
ち
耐
震
改
修
が
必

要
な
施
設
は
５
施
設
で
耐
震

化
率
は
約
90
％
。
平
成
29
年

度
に
千
鳥
台
公
民
館
の
耐
震

工
事
を
予
定
し
、
そ
の
他
の

施
設
も
計
画
的
に
進
め
る
。

問�

施
設
を
長
く
利
用
し
て

い
く
た
め
に
コ
ス
ト
や
修
繕

計
画
を
し
っ
か
り
作
成
す
る

こ
と
が
今
後
必
要
と
な
っ
て

く
る
。
長
寿
命
化
計
画
は
い

つ
示
す
の
か
。

答�

既
に
策
定
済
み
の
も
の

も
あ
る
が
、
今
後
は
財
政
状

況
も
勘
案
し
、
町
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
の
方
針
に

沿
っ
て
、
施
設
の
長
寿
命
化

計
画
の
策
定
や
見
直
し
を
進

め
て
い
く
。

高
齢
者
福
祉
計
画

問�

現
在
、
認
知
症
等
の
見

守
り
事
業
は
ど
の
よ
う
に
進

ん
で
い
る
か
。

答�

認
知
症
高
齢
者
や
そ
の

家
族
を
見
守
る
支
援
者
を
増

や
す
た
め
の
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
、

見
守
り
マ
ッ
プ
づ
く
り
の
支

援
も
行
な
っ
て
い
る
。

　
地
域
住
民
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
さ
ら
な
る
施
策
の
推

進
と
継
続
が
必
要
と
認
識
し

て
い
る
。

問�

町
の
第
６
期
介
護
保
険

事
業
計
画
が
平
成
29
年
度
で

終
了
す
る
が
、
小
規
模
特
養

施
設
の
計
画
状
況
を
示
せ
。

答�

需
要
を
考
慮
し
、
現
在

整
備
を
見
合
わ
せ
て
い
る
が
、

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

で
引
き
続
き
検
討
を
重
ね
る
。

問�

第
７
期
介
護
保
険
計
画

は
い
つ
示
さ
れ
る
の
か
。

�

平
成
29
年
度
中
に
示
す
。

そ
の
他
の
質
問

問�

空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
を
設
け
よ
。

答�

近
隣
市
町
の
動
向
を
見

据
え
引
き
続
き
検
討
す
る
。

答

公共施設長寿命化の計画を示せ
計画の策定や見直しを進める　総務部長

太田　臣宣

みんなでワッハッハ（貯筋体操）

新しいコミュニティ施設（大根布地区）
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産学官連携を推進せよ

磯貝　幸博
必要な事業は積極的に取り組む　町長

問�

産
学
で
開
発
さ
れ
た
技

術
を
積
極
的
に
調
査
し
、
町

（
官
）
も
連
携
す
べ
き
だ
。

答�

地
方
創
生
を
進
め
る
上

で
、
産
学
官
の
ほ
か
金
融
機

関
等
も
連
携
し
、
地
域
が
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
は
必

要
だ
。
健
康
い
き
い
き
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
町
と
金
沢

医
科
大
学
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
プ

ラ
ッ
ツ
う
ち
な
だ
、（
株
）

エ
イ
ム
の
産
学
官
が
連
携
し

て
い
る
。
今
後
も
産
学
官
の

連
携
が
必
要
な
事
業
は
積
極

的
に
取
り
組
む
。

問�

世
界
の
凧
の
祭
典
で
ド

ロ
ー
ン
※
を
導
入
で
き
な
い

か
。
ド
ロ
ー
ン
の
空
撮
映
像

を
、
平
成
30
年
の
30
周
年
記

念
大
会
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

に
使
用
せ
よ
。
海
岸
で
の
利

用
に
は
、
国
や
県
に
対
す
る

町
か
ら
の
後
押
し
が
必
要
だ
。

答�

具
体
的
な
申
し
出
が
あ

れ
ば
検
討
し
た
い
。

小
学
校
の
将
来
展
望

問�

白
帆
台
地
区
の
児
童
数

は
増
加
し
て
い
る
が
、
他
地

区
は
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。

対
応
策
を
示
せ
。

答�

人
口
減
少
対
策
で
は
、

定
住
促
進
施
策
、
子
育
て
支

援
施
策
な
ど
多
く
の
事
業
を

行
な
っ
て
い
る
。

　
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
、

き
め
細
か
な
教
育
と
、
白
帆

台
小
学
校
建
設
な
ど
の
学
校

施
設
の
整
備
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。

問�

よ
り
よ
い
教
育
環
境
を

平
等
に
提
供
す
る
こ
と
が
行

政
の
使
命
だ
。
校
区
の
見
直

し
や
学
校
の
統
廃
合
の
考
え

は
あ
る
か
。

答�

校
区
は
教
育
委
員
会
が

通
学
区
域
審
議
会
に
諮
問
し
、

そ
の
答
申
を
受
け
て
定
め
る

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
見
直
す

必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
人

口
を
増
や
す
施
策
を
盛
り
込

ん
で
お
り
、
統
廃
合
も
考
え

て
い
な
い
。

笑顔をいつまでも（鶴ヶ丘小学校卒業式）

新しい目線を

※
ド
ロ
ー
ン

　
遠
隔
操
作
や
自
動
制
御

に
よ
っ
て
飛
行
で
き
る
小

型
の
無
人
飛
行
機
。手
軽

に
空
撮
が
楽
し
め
る
。今

後
は
配
達
を
は
じ
め
、農

業
、
防
災
、
土
木
工
事
な

ど
幅
広
い
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
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問�

水
道
施
設
の
適
切
な
資

産
管
理
を
推
進
す
る
上
で
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
水
道

台
帳
の
整
備
状
況
を
示
せ
。

答�

現
在
は
、
固
定
資
産
管

理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
管
理
、

運
用
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
水
道
管
を
対
象
と
す
る
平

成
29
年
度
の
予
算
計
上
で
は
、

台
帳
の
再
構
築
や
利
用
者
の

利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
管

路
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
。

問�

水
道
事
業
で
の
中
長
期

的
な
更
新
需
要
と
財
政
収
支

の
見
通
し
を
把
握
す
る
に
は

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※

が
必
要
で
あ
る
が
町
で
の
対

応
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答�

平
成
2₇
年
度
に
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
計

画
を
策
定
し
た
。
施
設
、
設

備
で
は
平
成
₆₆
年
度
ま
で
の

約
₄0
年
間
の
更
新
需
要
の
試

算
を
行
な
い
施
設
整
備
を
進

め
る
。

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

問�

Ｅ
Ｓ
Ｄ
※
推
進
の
取
り

組
み
か
ら
﹁
子
ど
も
内
灘
検

定
﹂
の
導
入
を
提
案
す
る
。

答�

平
成
2₆
年
に
、
町
の
歴

史
や
自
然
を
学
ぶ
﹁
う
ち
な

だ
検
定
﹂
を
考
案
し
た
。
公

民
館
で
の
学
習
会
な
ど
で
活

用
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
﹁
子
ど
も
内
灘
検
定
﹂
の

導
入
に
向
け
て
は
、
学
び
な

が
ら
ふ
る
さ
と
愛
を
醸
成
で

き
る
よ
う
導
入
に
向
け
て
内

容
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

問�

﹁
内
灘
町
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
の
日
﹂
の
制
定
を
提

案
す
る
。

答�

Ｅ
Ｓ
Ｄ
先
進
地
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
学
校
中
心
の
取

り
組
み
か
ら
、
学
校
を
拠
点

と
し
た
地
域
活
動
へ
と
発
展

さ
せ
る
狙
い
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。

　
﹁
内
灘
町
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク

ー
ル
の
日
﹂
の
制
定
は
、
先

進
事
例
を
参
考
に
調
査
研
究

し
て
い
き
た
い
。

水道事業の見通しを示せ
40年間の需要を試算した　町長

藤井　良信

日本海を臨む（サンセットブリッジより）

※
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
持
続
可
能
な
公
共
事
業

を
実
現
す
る
た
め
、中
長

期
的
な
観
点
に
立
ち
、限

ら
れ
た
財
源
や
資
源
で
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
に
公

共
施
設
を
管
理
運
営
し
て

い
く
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。

　
い
わ
ゆ
る
資
産
管
理
。

※
Ｅ
Ｓ
Ｄ

　
持
続
可
能
な
開
発
を
促

進
す
る
た
め
、地
球
的
な

視
野
を
も
つ
市
民
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

教
育
。

　

２
０
０
２
年
に
開
催
さ

れ
た
国
連
の
世
界
首
脳
会

議
で
、日
本
が
提
唱
し﹁
Ｅ

Ｓ
Ｄ
の
10
年
﹂が
採
択
さ

れ
た
。

水はあしたを育てる
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自立支援協議会の現状を問う

北川　悦子
定期的に情報共有している　福祉課長

問�

障
が
い
者
に
関
す
る
法

律
（
虐
待
防
止
法
、
差
別
解

消
法
、
成
年
後
見
制
度
促
進

法
）
施
行
後
の
取
り
組
み
と
、

自
立
支
援
協
議
会
の
現
状
を

問
う
。

答�

虐
待
防
止
法
の
施
行
後
、

福
祉
課
内
に
障
害
者
虐
待
防

止
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
４

件
の
通
報
事
例
を
受
け
た
。

　
差
別
解
消
法
で
は
、
平
成

28
年
度
中
に
職
員
対
応
要
領

を
策
定
し
、
施
行
に
向
け
準

備
し
て
い
る
。

　
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進

法
で
は
、
低
所
得
者
に
か
か

る
成
年
後
見
人
利
用
支
援
事

業
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
自
立
支
援
協
議
会
は
、
定

期
的
に
情
報
共
有
す
る
場
と

し
て
、
年
に
一
、
二
回
開
催
。

問�

移
動
支
援
※
に
グ
ル
ー

プ
支
援
を
認
め
よ
。

答�

他
自
治
体
の
事
例
を
参

考
に
調
査
研
究
し
た
い
。

子

育

て

支

援

問�

国
は
、
要
保
護
世
帯
の

入
学
準
備
費
用
の
補
助
単
価

を
約
２
倍
に
引
き
上
げ
た
。

　
町
独
自
で
準
要
保
護
世
帯

の
入
学
準
備
費
用
も
同
様
に

引
き
上
げ
よ
。
ま
た
、
引
き

上
げ
た
場
合
の
財
政
負
担
額

を
問
う
。

答�

県
内
自
治
体
の
動
向
を

調
査
、
検
討
す
る
。
負
担
増

加
額
は
、
受
給
者
₆₁
人
、
補

助
単
価
を
国
と
同
額
と
し
た

場
合
、
約
１
３
０
万
円
。

問�

給
食
費
の
無
償
化
が
全

国
的
に
広
が
っ
て
い
る
。
中

能
登
町
で
は
、
平
成
28
年
に

第
２
子
以
降
無
料
と
し
た
。

町
の
考
え
を
問
う
。

答�

平
成
28
年
度
は
約
１
億

４
０
０
０
万
円
の
食
材
費
を

給
食
費
と
し
て
徴
収
し
た
。

経
済
的
に
困
難
な
家
庭
に
は

就
学
援
助
費
と
し
て
給
食
費

の
約
６
割
を
支
出
し
、
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
給
食

費
無
償
化
の
考
え
は
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

問�

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

で
地
域
経
済
活
性
化
を
。

答�

平
成
29
年
度
は
予
定
し

て
い
な
い
。

元気に育て

うちなだまるごとフェスタ －プレ企画－

※
移
動
支
援

　
移
動
が
困
難
な
人
に
対

し
て
ヘ
ル
パ
ー
が
行
な
う

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
。障

害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ

く
生
活
支
援
事
業
サ
ー
ビ

ス
の
一
つ
で
、個
別
支
援

型
・
グ
ル
ー
プ
支
援
型
・

車
両
移
送
型
の
支
援
方
法

が
あ
る
。
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問�

町
民
は
町
の
財
産
で
あ

る
公
共
施
設
の
情
報
を
知
る

権
利
が
あ
る
。
わ
か
り
づ
ら

い
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
示

す
の
が
行
政
の
役
目
だ
。
町

民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
、

行
政
に
対
す
る
関
心
を
高
め

る
こ
と
は
、
積
極
的
な
ま
ち

づ
く
り
へ
の
参
加
を
促
す
こ

と
に
つ
な
が
る
。

　
施
設
老
朽
化
比
率
※
の
公

開
、
行
政
コ
ス
ト
表
示
板
作

成
で
、
情
報
公
開
の
徹
底
と

行
政
の
透
明
性
確
保
を
図
れ
。

答�

取
得
価
格
の
把
握
が
難

し
い
施
設
は
、
国
の
指
針
に

基
づ
く
標
準
価
格
か
ら
算
出

す
る
場
合
も
あ
り
、
必
ず
し

も
町
の
実
情
に
即
し
た
も
の

と
は
な
ら
ず
、
公
開
す
る
こ

と
で
か
え
っ
て
混
乱
を
招
く

可
能
性
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
老
朽
化
比
率
の

指
針
に
と
ら
わ
れ
ず
、
わ
か

り
や
す
い
情
報
の
提
供
に
努

め
る
。

　
周
知
方
法
に
は
、
よ
り
効

果
的
な
方
法
を
検
討
す
る
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

問�

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
は
近

年
、
先
進
国
ほ
ど
急
増
し
、

子
供
に
特
に
多
い
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
も
増
加
し
て
い
る
。

　
町
の
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

を
も
つ
子
ど
も
の
実
態
は
。

答�
平
成
2₅
年
度
か
ら
28
年

度
ま
で
で
、
小
学
生
が
₁₇
名

か
ら
2₄
名
で
増
加
傾
向
、
中

学
生
は
３
名
の
ま
ま
横
ば
い
。

　
保
育
施
設
で
は
、
平
成
2₄

年
度
39
名
か
ら
、
28
年
度
₇9

名
と
約
２
倍
に
増
加
し
た
。

問�

こ
れ
ま
で
の
対
応
は
。

答�

町
独
自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
、
教
職
員
や
保
育
職
員

の
研
修
会
、
主
治
医
や
消
防

と
の
連
携
で
、
急
変
時
に
備

え
て
い
る
。

問�

食
育
と
合
わ
せ
、
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
の
理
解
を
深
め

る
健
康
教
育
を
実
施
せ
よ
。

答�

学
校
と
相
談
し
、
検
討

し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

問�

役
場
庁
舎
正
面
玄
関
の

喫
煙
所
の
撤
去
を
。

答�

正
面
玄
関
と
１
階
西
玄

関
の
喫
煙
所
は
撤
去
す
る
。

行政の透明性確保を図れ
わかりやすい情報提供に努める　総務部長

米田　一香

安全でおいしい給食

老朽化比率を公開せよ

※
施
設
老
朽
化
比
率

　
公
共
施
設
の
取
得
金
額

に
対
す
る
減
価
償
却
累
計

額
の
割
合
。（
例　
施
設

の
取
得
金
額
が
１
億
円
、

減
価
償
却
額
が
５
０
０
０

万
円
の
場
合
の
老
朽
化
比

率
は
50
％
。）
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駅周辺整備構想に観光案内所を

七田　満男
設置を検討する　町長

問�

町
の
観
光
行
政
の
現
状

と
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
せ
。

答�

観
光
振
興
の
推
進
は
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
消

費
活
動
の
増
加
や
新
た
な
雇

用
の
創
出
な
ど
、
地
域
経
済

を
活
性
化
す
る
効
果
が
あ
る
。

　
町
で
は
、
世
界
の
凧
の
祭

典
な
ど
の
観
光
資
源
を
生
か

し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、

ミ
ル
ク
王
国
ウ
チ
ナ
ダ
の
特

産
品
開
発
を
通
し
て
町
の
魅

力
発
信
に
努
め
、
交
流
人
口

の
拡
大
を
目
指
し
て
き
た
。

　
５
つ
の
観
光
拠
点
（
海
岸
、

駅
前
、
眺
望
、
観
光
農
園
、

体
験
農
業
）
を
重
点
的
に
整

備
し
、
海
岸
拠
点
と
駅
前
拠

点
の
整
備
か
ら
着
手
し
た
い
。

問�

駅
周
辺
整
備
構
想
に
観

光
案
内
所
の
設
置
も
組
み
入

れ
よ
。

答�

内
灘
駅
の
機
能
強
化
に

加
え
、
観
光
案
内
所
の
設
置

も
検
討
す
る
。

水
道
管
の
延
命
化

問�

水
道
事
業
は
今
、
全
国

的
に
大
き
な
変
化
に
直
面
し

て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
水

道
施
設
の
老
朽
化
対
策
、
耐

震
化
対
策
だ
。

　
水
道
管
の
法
定
耐
用
年
数

は
₄0
年
だ
が
、
町
は
、
耐
用

年
数
を
経
過
し
た
管
路
の
検

査
を
実
施
し
て
い
る
の
か
。

答�

老
朽
管
を
含
む
水
道
管

の
検
査
は
、
町
全
域
に
対
し

て
５
年
サ
イ
ク
ル
で
漏
水
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。

問�

水
道
の
長
寿
命
化
や
延

命
化
対
策
に
対
す
る
見
解
は
。

答�

水
道
管
の
更
新
時
に
長

寿
命
化
を
図
る
た
め
、
壊
れ

に
く
く
腐
食
に
強
い
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
管
や
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

ス
リ
ー
ブ
防
食
法
を
採
用
し

た
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
を
使

用
し
て
い
る
。

　
延
命
化
事
業
実
施
は
、
国

及
び
他
市
町
の
動
向
や
新
技

術
に
注
視
し
な
が
ら
調
査
研

究
を
行
な
う
。

スリーブ防食法で長持ち

ガイドさん活躍中

ミツバちゃん
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問�

コ
ン
フ
ォ
モ
ー
ル
内
灘

Ａ
ゾ
ー
ン
へ
の
サ
ー
モ
ン
プ

ラ
ン
ト
会
社
の
進
出
は
、
総

事
業
費
₁₁
億
円
の
大
き
な
事

業
で
あ
り
期
待
し
て
い
る
。

一
方
、
ク
ス
リ
の
ア
オ
キ
跡

の
Ｃ
ゾ
ー
ン
は
手
つ
か
ず
だ
。

　
コ
ン
フ
ォ
モ
ー
ル
内
灘
は

商
業
地
域
だ
が
、
に
ぎ
わ
い

創
出
へ
の
全
体
像
が
見
え
な

い
。
町
は
コ
ン
フ
ォ
モ
ー
ル

内
灘
の
に
ぎ
わ
い
創
出
へ
、

ど
の
よ
う
な
構
想
を
描
い
て

い
る
の
か
。

答�

事
業
者
で
あ
る
（
株
）

エ
ス
ポ
ア
が
、
こ
れ
ま
で
の

事
業
計
画
を
継
承
し
商
業
施

設
の
誘
致
を
進
め
て
い
る
が
、

い
ま
だ
誘
致
に
は
至
っ
て
い

な
い
。

　
町
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
で
も
、
商
業
ゾ
ー
ン

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
と

こ
ろ
で
も
あ
り
、
に
ぎ
わ
い

創
出
に
向
け
有
効
な
活
用
が

で
き
な
い
か
事
業
者
に
情
報

提
供
し
、
情
報
交
換
を
行
な

っ
て
い
る
。

今
後
の
基
金
の
あ
り
方

問�

町
の
基
金
は
、
一
般
会

計
分
で
平
成
28
年
度
末
残
高
、

総
額
₁₆
億
２
１
０
０
万
円
が

９
億
９
９
０
０
万
円
に
な
る

見
込
み
だ
。
２
０
２
５
年
問

題
※
も
あ
り
、
今
後
も
扶
助

費
増
、
国
保
会
計
や
介
護
保

険
会
計
の
支
出
増
が
続
く
。

　
高
齢
者
い
き
い
き
健
康
セ

ン
タ
ー
整
備
基
金
の
廃
止
後

は
、
超
高
齢
社
会
へ
対
応
す

る
た
め
に
、
高
齢
者
福
祉
基

金
へ
の
積
み
立
て
か
、
新
た

な
基
金
の
創
設
が
必
要
だ
。

答�

ほ
の
ぼ
の
湯
の
完
成
で

当
初
の
目
的
が
達
成
で
き
た

た
め
基
金
を
廃
止
す
る
。

　
今
後
は
、
高
齢
者
施
策
を

推
進
す
る
上
で
、
新
た
な
施

設
の
整
備
計
画
が
よ
り
具
体

化
し
た
段
階
で
、
目
的
に
即

し
た
基
金
の
設
置
及
び
積
み

立
て
を
検
討
し
た
い
。

　
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

社
会
保
障
費
も
増
額
と
な
る
。

目
的
基
金
・
高
齢
者
福
祉
基

金
等
へ
の
積
み
立
て
も
検
討

し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

問�

給
食
費
の
無
償
化
で
子

育
て
支
援
を
。

答�

現
在
は
、
食
料
費
分
だ

け
は
い
た
だ
く
考
え
だ
。

にぎわい創出の全体像が見えない
事業者と情報交換している　都市整備部担当部長

清水　文雄

リニューアル 展望温泉ほのぼの湯

開発の全体像が見えない（コンフォモール内灘 C ゾーン）

※
２
０
２
５
年
問
題

　
約
８
０
０
万
人
と
言
わ

れ
る
団
塊
の
世
代（
１
９

４
７
～
４
９
年
生
ま
れ
）

が
後
期
高
齢
者
と
な
り
、

少
子
高
齢
化
問
題
に
さ
ら

に
拍
車
が
か
か
る
こ
と
で

生
じ
る
多
く
の
問
題
を
表

し
た
言
葉
。

19 うちなだ議会だより  第129号　平成29年5月2日



　

�　

長
寿
お
祝
い
条
例
の
改

正
で
は
、
支
給
対
象
者
の

年
齢
階
層
が
５
段
階
で
あ

り
、
県
内
の
他
市
町
と
比

較
し
て
多
い
。
３
段
階
程

度
に
ま
と
め
て
は
ど
う
か
。

　

�　
平
成
29
年
度
中
に
検
討

し
た
い
。

　

�　

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
改
正
で
は
、
税
率
引
き

上
げ
が
平
成
24
年
度
か
ら

続
い
て
い
る
が
赤
字
の
解

消
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。

　

�　
被
保
険
者
数
の
減
少
、医

療
費
の
高
騰
、平
成
30
年
度

か
ら
県
で
の
一
元
化
を
ふ

ま
え
国
、県
の
動
向
を
注
視

し
対
応
し
て
い
く
。

問答問答

　

�　

小
学
校
の
特
別
支
援
員

の
賃
金
が
減
額
に
な
っ
て

い
る
理
由
は
。

　

�　
減
額
補
正
は
、支
援
員
の

退
職
に
よ
る
減
額
で
、そ
の

後
、募
集
を
か
け
て
い
る
が

応
募
が
な
い
。

問答

総務産業
建設常任
委 員 会

文教福祉
常 任
委 員 会

　
4
月
に
実
施
設
計
の
入
札

建
築
工
事
は
8
月
に
入
札
、

9
月
の
議
会
議
決
を
得
て
着

工
し
、
来
年
3
月
に
完
成
す

る
計
画
で
あ
る
。

　
既
存
部
分
の
改
修
は
、
平

成
29
年
度
に
補
助
申
請
を
行

な
い
、
採
択
さ
れ
れ
ば
平
成

30
年
度
に
着
手
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
疑
・
意
見

　

�　

保
育
所
の
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
状
況
は
。

　
�　

平
成
28
年
度
ま
で
に
４

ヶ
所
の
私
立
保
育
園
で
設

置
済
み
。平
成
29
年
度
に
町

内
全
９
ヶ
所
の
保
育
所
、保

育
園
で
設
置
す
る
予
定
。

問答

（防災コミュニティセンター）

ほのぼの湯 看板が見えない

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

�

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は　

ツール・ド・のと

そ
の
他
の
質
疑
・
意
見

　

�　

内
灘
町
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。平
成
29

年
度
に
新
た
な
公
共
施
設
が
完

成
す
る
が
、資
料
中
の
デ
ー
タ
の

更
新
は
。

　
　

ま
た
、今
後
の
見
通
し
は
。

　

�　
計
画
は
状
況
変
化
な
ど
に
よ
り

改
定
を
行
な
う
。

　

�　
今
後
は
こ
の
基
本
方
針
を
元
に

全
庁
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
作
り
、財
政
状
況
も
踏
ま
え
、中

長
期
的
な
施
設
の
個
別
管
理
計
画

を
平
成
30
年
度
中
を
目
標
に
策
定

す
る
。

　

�　

平
成
28
年
12
月
か
ら
29
年
１

月
の
北
鉄
浅
野
川
線
終
列
車
臨

時
増
便
運
行
の
結
果
は
週
末
や

祝
前
日
の
計
８
回
で
２
２
３
人

利
用
。今
後
は
。

　

�　
北
鉄
か
ら
継
続
は
難
し
い
と
報

告
が
あ
っ
た
。

問答問答

　

展
望
温
泉
ほ
の
ぼ
の
湯
（
１

階
は
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
）、
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
、
消

防
団
第
４
分
団
格
納
庫
、
室
地
区

ほ
場
整
備
事
業
室
地
区
県
道
拡
幅

事
業
の
町
内
視
察
を
行
な
っ
た
。

ほ
の
ぼ
の
湯
関
連

　

�　

金
沢
方
向
か
ら
来
た
際
に
看

板
が
見
え
な
い
。

　

�　
ど
の
方
向
か
ら
来
て
も
分
か
り

や
す
く
見
え
る
工
夫
を
す
る
。

　

�　

後
ろ
の
崖
下
住
宅
地
へ
の
飛

砂
対
策
を
す
べ
き
。

　

�　

砂
地
部
分
は
芝
生
に
す
る
等

の
検
討
を
す
る
。

　

�　

多
く
の
方
の
利
用
が
見
込
ま

れ
る
が
、対
策
は
。

　

�　
オ
ー
プ
ン
当
初
は
混
雑
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
警
備
員
の
配
置
な

ど
安
全
面
に
対
し
検
討
す
る
。

問答問答問答

看板もっと工夫を

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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ありゃ～
どうなったがいね～追跡追跡

一般質問のゆくえ

　東京オリンピックなどに参加する国内外の
チーム合宿練習誘致を望むが、サイクリング
ターミナルの大規模改修の考えはあるのか。

平成26年3月会議 川口　正己

ターミナルの
大規模改修の考えは

　出産予定日を過ぎて受診する妊婦健康診査
の費用は妊婦の自己負担となるが、費用負担
の軽減を図ることはできないか。

平成27年9月会議 米田　一香

妊娠40週以降の妊婦
健診費用の軽減を図れ

宿泊施設の充実が必要
　総合公園全体の宿泊施設について、サイクリ
ングターミナルの改修も含め検討していく。

妊婦健診の回数をふやす方向で
検討したい

　母子ともに健康で暮らせるよう母子保健の
さらなる向上を目指す。

その後 その後

答　弁答　弁

平成29年3月
客室と食堂部分の増築計画を決定。
　シングルルーム12室・ツインルーム4室・
障害者対応2室を別棟で増築し、併せて食堂
部分の増築も計画しています。

平成28年4月から
出産予定日を過ぎた
妊婦健診費用を助成。

　妊婦一般健康診査（全14回分）受診票の
ほかに、予定日を過ぎて受診した健診費用
についても3回を限度に助成しています。

サイクリングターミナル 元気かな？ドキドキ
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リサイクルペーパーを使用しています。

1部あたりの単価は38.8円です。

発
　
行
：
内
灘
町
議
会
 
責
任
者
：
議
長
　
生
田
勇
人

編
　
集
：
議
会
広
報
対
策
特
別
委
員
会

〒
920-0292　

 石
川
県
河
北
郡
内
灘
町
字
大
学
1丁
目
2‐
1

 076-286-6715　
 FA
X
076-286-6711 広

報
対
策
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
藤
井
　
良
信

　
副
委
員
長
　
磯
貝
　
幸
博

　
委
　
　
員
　
米
田
　
一
香

　
委
　
　
員
　
七
田
　
満
男

　
委
　
　
員
　
北
川
　
悦
子

　
最
近
息
の
長
い
活
躍
を
続
け

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
一
人
と
し

て
「
永
遠
の
若
大
将
」
加
山
雄

三
さ
ん
の
存
在
が
象
徴
的
だ
。

　
こ
の
4
月
に
80
歳
を
迎
え
た

今
も
、
若
手
ら
を
交
え
て
頻
繁

に
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
を
行
な
っ

て
い
る
。

　
年
頭
あ
る
提
言
が
話
題
に
。

「
65
歳
と
し
て
い
る
高
齢
者
の

定
義
を
75
歳
以
上
に
改
め
、
65

歳
か
ら
75
歳
は
准
高
齢
者
と
し

て
社
会
の
支
え
手
に
」
と
す
る

内
容
だ
っ
た
。

　
生
涯
現
役
で
生
き
が
い
あ
ふ

れ
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
う

ち
な
だ
議
会
だ
よ
り
で
も
前
向

き
な
編
集
と
、
若
者
世
代
の
声

を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

 

〔
藤
井
　
良
信
〕

奨
励
賞 

受
賞

第
31
回
全
国
町
村
議
会
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
編
集
・
デ
ザ
イ
ン

部
門
で
入
賞
し
ま
し
た
。

「 

眺
望
も
見
事
だ
っ
た
！ 

」

◆
い
よ
い
よ
営
業
開
始
、
い
ち

ば
ん
乗
り
で
す
ね
。

◇
ま
だ
か
ま
だ
か
と
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。

　
眺
望
が
と
て
も
良
い
と
聞
い

て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
満
喫
し

た
い
。

◆
入
浴
し
て
み
て
い
か
が
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
？

◇
体
が
温
ま
り
、硬
く
な
る
体

を
よ
く
ほ
ぐ
し
て
く
れ
る
。

湯
加
減
も
良
く
、
自
慢
の
お

風
呂
だ
。
さ
っ
そ
く
家
内
に

も
教
え
た
い
。
ほ
の
ぼ
の
湯

が
な
い
と
き
は
別
の
銭
湯
を

利
用
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
ま
た
、
毎
日
利
用

し
に
来
る
よ
。

◆
紹
介
し
た
い
方
が
い
る
の
は

い
い
で
す
ね
。

◇
多
く
の
温
泉
愛
好
家
が
噂
を

聞
き
つ
け
て
や
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
？
湯
船
か
ら
の

眺
望
も
見
事
だ
っ
た
が
、
2

階
の
大
広
間
か
ら
も
素
晴
ら

し
か
っ
た
。

◆
町
や
議
会
に
望
む
こ
と
は
。

◇
以
前
は
ほ
の
ぼ
の
湯
で
脳
ト

レ
や
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
た
運

動
の
教
室
が
あ
っ
た
が
、
な

く
な
る
と
聞
い
て
残
念
だ
。

　
ぜ
ひ
復
活
さ
せ
て
ほ
し
い
。

◆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー 

磯
貝
　
幸
博

今
回
ご
紹
介
す
る
方
は
、

大
根
布
の
山
本
吉
幸
さ
ん
。

4
月
5
日
の
ほ
の
ぼ
の
湯
営

業
開
始
時
に
一
番
乗
り
し
て

い
た
の
で
お
伺
い
し
ま
し
た
。

部
門
で
入
賞
し
ま
し
た
。
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